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さ
い
せ
き
・
函
館

▽
年
が
明
け
私
は
、
普
段
よ
り
物
静
か
な
感
じ
で
、

元
日
を
迎
え
た
感
じ
が
す
る
。
誰
も
年
越
し
に
来
な

か
っ
た
事
も
有
る
が
、
心
な
し
か
一
年
最
初
の
日
を 

迎
え
今
年
一
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
だ
ろ
う
。 

と
考
え
て
そ
の
答
え
が
出
る
間
も
な
く
夕
方
、
正
月

気
分
を
一
瞬
で
消
し
去
ら
れ
た
。
最
大
震
度
七
を
記

録
し
た
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
た
。
テ
レ
ビ
か
ら

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
危
機
迫
る
避
難
を
促
す
声
を
聞

き
東
日
本
大
震
災
を
思
い
出
し
た
。
災
害
の
度
合
い

が
刻
々
と
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
流
れ
る
の
を
見
て
呆

気
に
取
ら
れ
る
。
そ
の
興
奮
も
冷
め
や
ら
ぬ
翌
日
、

新
千
歳
発
の
全
日
空
機
と
被
災
地
に
救
援
物
資
を

運
ぼ
う
と
し
て
い
た
海
保
機
の
衝
突
事
故
。
こ
ん
な

年
明
け
が
在
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
し
ま
う
。 

▽
地
震
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
被
災
さ
れ
避
難

さ
れ
て
い
る
方
々
に
は
心
よ
り
御
見
舞
を
申
し
上

げ
た
い
。
ま
た
、
海
保
機
と
全
日
空
機
の
衝
突
事
故

に
於
い
て
も
全
日
空
の
乗
員
乗
客
に
対
し
て
も 

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。
更
に
海
保
機

の
乗
員
の
方
々
と
そ
の
御
家
族
に
対
し
て
お
悔
や

み
を
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
、
頑
張
っ
て
く
れ
た

事
に
敬
意
を
称
し
た
い
と
思
う
。
▽
能
登
半
島
地
震

の
惨
状
は
日
が
経
つ
毎
に
そ
の
被
害
の
状
況
は
信

じ
が
た
い
状
況
が
放
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
目

立
た
な
い
が
い
ち
早
く
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
砕
石
事

業
所
も
持
て
る
力
を
発
揮
し
て
い
る
事
は
我
々
に

そ
の
責
任
感
と
誇
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。
▽
改
め

て
、
災
害
は
い
つ
何
時
関
係
な
く
起
こ
る
も
の
だ
と

痛
感
す
る
次
第
で
あ
る
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

        

日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

本
部
報
告 

①
令
和
五
年
度
第
一
回
会
費
検
討
委
員
会 

12
月
15
日 

東
京
・
五
反
田 

⑴
会
費
検
討
に
向
け
今
後
の
委
員
会
の
進
め
方 

 

当
日
の
資
料
配
布
で
は
委
員
長
の
考
え
を 

 

聞
く
事
だ
け
に
留
ま
っ
た
。 

②
第
54
回
理
事
会 

先
月
号
の
議
案
に
沿
っ
て 

審
議
に
留
ま
る
。 

⓷
軽
油
引
取
税
に
つ
い
て 

 

12
月
15
日
付
で
課
税
免
税
措
置
が
再
度 

 

3
年
間
の
延
長
と
成
り
ま
し
た
。 

④
今
後
の
日
程 

三
月
四
日 

総
務
委
員
会 

三
月
十
五
日 

会
費
検
討
委
員
会
・ 

 
 

 
 

 
 

 

第
55
回
理
事
会 

 

・
休
業
4
日
以
上
の
災
害
報
告 

 

神
奈
川
県
支
部 
男
性
47
歳 

12
／
18
発
生 

土
砂
を
ダ
ン
プ
に
て
運
搬
中
に
操
作
を
誤
り 

沈
殿
池
に
転
落
し
車
両
横
転
。 

 

右
第
8
～
11
肋
骨
骨
折 

 

➀
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
と
北
砕
協
組
連
合
会
の

役
員
人
事
変
更
に
つ
い
て 

お
知
ら
せ 

 

両
組
織
に
つ
い
て
昨
年
8
月
9
日
逝
去
さ
れ
た

岡
本
繁
美
氏
に
代
わ
り
12
月
07
日
に
臨
時
理
事
会

を
招
集
し
左
記
の
人
事
に
成
り
ま
し
た
の
で 

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
報
告
が
遅
れ
た
事
を
深
く

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

☆
日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部
・
本
部
長 

宮
本 

義
久
・
小
樽
支
部 

☆
北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会
・
会
長 

河
合 

道
明
・
後
志
砕
石
協
同
組
合 

➁
北
海
道
地
方
本
部
・
連
合
会
の
今
後
の
予
定 

・
5
月
29
日
㈬ 

総
会 

・
9
月
上
旬 

技
術
研
究
会 

・
10
月
上
旬 

連
合
会
『
情
報
交
換
会
』 

                 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

➀
桔
梗
石
材
工
業
所
よ
り
岩
石
採
取
休
止
届
が 

渡
島
総
合
振
興
局
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

再
開
予
定
は
令
和
６
年
12
月
1
日
迄 

 ②
価
格
改
定
の
活
動
に
つ
い
て 

 

先
般
、
函
館
骨
材
販
売
協
同
組
合
と
函
館
ト
ラ

ッ
ク
協
会
ダ
ン
プ
部
会
の
3
団
体
合
同
で
1
月

17
日
北
海
道
建
設
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

組
合
員
各
位
に
対
し
ま
し
て
は
時
間
の
関
係
上
報

告
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
さ
き
に
事
を
運
ば
せ
て
頂

き
ま
し
た
事
に
御
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
後
、
函
館
開
発
建
設
部
、
函
館
建
設

管
理
部
等
に
要
望
書
を
持
参
し
て
説
明
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。 

 

③
今
後
の
理
事
会
に
向
け
て 

 

2
月
16
日
理
事
会 

午
後
3
時
よ
り
。 

第
一
号
議
案 

R5
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て 

第
二
号
議
案 

R6
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て 

第
三
号
議
案 

そ
の
他
必
要
事
項 

・
令
和
6
年
度
収
支
予
算
案
編
成
に
辺
り
、 

 

今
年
度
を
含
め
会
費
の
値
上
げ
を
検
討
す
る
事
も

視
野
に
入
れ
て
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

其
々
に
、
ご
意
見
は
有
る
で
し
ょ
う
が
、
経
費
削

減
を
実
施
し
つ
つ
将
来
性
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
ご
意
見
が
有
れ

ば
事
務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
理
事
会
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

➀
採
石
の
た
め
の
掘
削
作
業
主
任
者
技
能
講
習
会 

 

開
催
の
お
知
ら
せ 

令
和
6
年
2
月
21
・

22 

札
幌
市 

申
し
込
み 

令
和
6
年
2
月
7
日 

必
着 

 

ま
た
、
同
講
習
・
青
森
県
内
で
も
開
催
予
定 

開
催
日
は
、
3
月
1６
・
17
日 

 

修
了
試
験
は
17
日
16
時
20
分
か
ら 

会
場
は
、
青
森
市
大
字
滝
沢
字
下
川
原
二
一
七
の
二 

北
海
道
で
日
程
的
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
は 

検
討
さ
れ
て
も
良
い
か
と
思
い
ま
す 

連
絡
先
は0

1
7

-
7

3
7

-3
7

2
2

 

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
教
習
所
㈱ 

三
宅
氏
迄 

②
採
石
業
務
管
理
者
再
教
育
（
能
力
向
上
）
講
習

会
の
開
催
の
お
知
ら
せ 

 

令
和
６
年
３
月
22
日 

午
後
１
時
半
～ 

 

網
走
市
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー 


